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「
自
立
・
共
生
都
市
」
を
目

指
し
、
「
未
来
志
向
型
行
政
」

へ
の
転
換
を
高
く
評
価
し
ま
す
。

そ
の
実
行
に
あ
た
っ
て
、
次
の

要
望
を
し
ま
す
。

　

▽
こ
こ
数
年
大
き
な
伸
び
を

示
し
て
い
る
扶
助
費
は
、
他
の

事
業
に
直
接
影
響
を
与
え
る
た

め
中
長
期
見
通
し
の
実
施
結
果

等
を
、
随
時
議
会
・
市
民
へ

の
提
示
・
報
告
を
要
望
し
ま
す
。

同
時
に
新
ま
ち
づ
く
り
基
金
に

お
け
る
、
後
世
へ
の
配
分
計
画

の
作
成
を
求
め
ま
す
。
▽
「
健

康
・
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
振
興
の

年
」
事
業
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
お
い

て
、
主
催
者
側
の
基
準
で
数
値

目
標
の
設
定
と
進
行
管
理
を
行

う
だ
け
で
な
く
、
心
の
ゆ
と
り

の
創
出
に
つ
な
が
っ
た
と
さ
れ

る
市
民
の
声
を
評
価
の
対
象
に

し
て
い
た
だ
き
た
い
。
▽
福

祉
サ
ー
ビ
ス
を
一
元
的
に
提
供

す
る
仕
組
み
の
創
設
に
は
賛
同

し
ま
す
が
、
単
に
画
一
的
な
判

断
に
よ
る
体
制
に
な
ら
な
い
よ

う
配
慮
を
求
め
ま
す
。
▽
教
育

指
導
体
制
確
保
事
業
へ
の
機
動

性
は
評
価
し
ま
す
が
事
業
目
的

の
達
成
と
今
後
の
充
実
に
期
待

し
ま
す
。
ま
た
「
家
庭
の
大
切

さ
」
を
今
一
度
議
論
す
る
こ
と

を
望
み
ま
す
。
▽
自
由
通
路
整

備
、
さ
が
み
縦
貫
道
路
関
連
整

備
事
業
な
ど
各
種
事
業
展
開
は

評
価
し
ま
す
。
土
木
行
政
は
戦

略
的
視
点
と
そ
の
根
拠
が
重
要

で
、
十
分
な
議
論
を
望
み
ま
す
。

　

賛
成
の
立
場
か
ら
評
価
と
要

望
を
し
ま
す
。

　

▽
分
か
り
や
す
い
事
業
別

予
算
書
づ
く
り
を
要
望
し
ま

す
。
年
々
改
定
さ
れ
今
年
度
は

説
明
資
料
が
添
付
さ
れ
た
予
算

書
と
な
り
ま
し
た
が
、
さ
ら
に

分
か
り
や
す
い
も
の
に
な
る
こ

と
を
望
み
ま
す
。
▽
対
前
年
度

９
・
１
％
増
の
積
極
型
予
算
に

対
す
る
取
り
組
み
に
つ
い
て
、

市
民
税
の
収
納
率
向
上
が
課
題

と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
歳
出
で

大
き
な
伸
び
を
し
め
す
普
通
建

設
事
業
で
す
が
、
現
状
の
組

織
と
体
制
で
対
応
で
き
る
か
危

惧
し
て
い
ま
す
。
▽
ご
み
の
収

集
体
制
の
変
更
に
伴
う
、
ご
み

削
減
は
市
民
へ
の
協
力
を
呼
び

か
け
、
削
減
目
標
の
達
成
を
要

望
し
ま
す
。
▽
新
年
度
を
「
健

康
・
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
振
興
の

年
」
と
定
め
、
事
業
を
推
進
す

る
た
め
に
は
多
く
の
人
が
集

ま
り
競
技
す
る
場
が
必
要
で
す
。

ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
た
め
の
施

設
・
広
場
の
確
保
を
要
望
し
ま

す
。
ま
た
、
精
神
障
害
者
雇
用

が
課
題
と
な
っ
て
い
る
中
、
誰

も
が
職
業
を
通
し
て
社
会
参
加

で
き
る
「
共
生
社
会
」
の
実
現

を
要
望
し
ま
す
。
▽
厚
木
駅
周

辺
の
整
備
は
、
ど
の
よ
う
な
ま

ち
に
す
る
か
の
方
向
づ
け
に
は

時
間
が
か
か
る
も
の
の
、
時
の

経
過
に
つ
れ
て
、
整
備
が
難
し

く
な
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
早

い
時
期
で
の
方
向
づ
け
を
要
望

し
ま
す
。

　

小
学
校
１
・
２
年
生
の
35
人

学
級
、
コ
ミ
バ
ス
の
新
ル
ー
ト

を
は
じ
め
、
評
価
で
き
る
点
も

多
く
あ
り
ま
す
が
、
次
の
理
由

に
よ
り
一
般
会
計
予
算
、
国
民

健
康
保
険
、
介
護
保
険
の
２
事

業
予
算
に
つ
い
て
反
対
し
ま
す
。

　

▽
海
老
名
駅
自
由
通
路
整
備

（
小
田
急
相
鉄
駅
舎
部
）
事
業

は
「
東
西
の
ま
ち
づ
く
り
の
一

体
化
の
為
」
と
の
説
明
で
す
が
、

今
日
に
至
っ
て
も
西
側
の
ま
ち

づ
く
り
の
見
通
し
は
あ
り
ま
せ

ん
。
ま
た
、
相
鉄
線
が
本
厚
木

駅
ま
で
乗
り
入
れ
る
構
想
が
厚

木
市
よ
り
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

仮
に
実
現
す
れ
ば
巨
額
の
税
金

の
無
駄
遣
い
に
な
り
か
ね
ま
せ

ん
。
▽
国
民
健
康
保
険
税
の
医

療
分
の
値
上
げ
に
よ
り
、
払
い

た
く
て
も
払
え
な
い
人
の
増
加
、

滞
納
者
へ
の
資
格
者
証
発
行
に

よ
る
病
気
の
手
当
て
の
遅
れ
な

ど
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
▽
当
初
、

家
族
負
担
の
軽
減
を
は
か
る
た

め
に
創
設
さ
れ
た
介
護
保
険
制

度
は
、
６
年
経
っ
た
今
、
措
置

制
度
時
と
比
べ
て
、
介
護
の
負

担
が
よ
り
重
く
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
保
険
料
は
３
年
ご
と

に
値
上
げ
さ
れ
、
所
得
の
低
い

人
ほ
ど
大
き
な
負
担
と
な
っ

て
い
ま
す
。
低
所
得
者
層
に
対

し
市
で
助
成
を
行
い
、
生
活
の

安
定
を
図
る
べ
き
で
す
。
ま
た
、

課
税
層
の
保
険
料
段
階
の
多
数

化
を
図
る
べ
き
と
考
え
ま
す
。

　

一
般
会
計
予
算
・
４
特
別
会

計
予
算
に
つ
い
て
賛
成
し
ま
す
。

　
▽
土
地
開
発
公
社
の
債
務
解

消
、利
用
率
の
減
る
一
方
で
あ
っ

た
「
え
び
な
蓼
科
荘
」
の
廃
止
、

「
新
ま
ち
づ
く
り
基
金
」
の
創

設
な
ど
数
々
の
改
革
が
実
行
さ

れ
た
こ
と
で
、
多
く
の
事
業
に

財
源
が
投
入
で
き
る
こ
と
に

な
っ
た
と
考
え
ま
す
。
▽
自
由

通
路
整
備
、
さ
が
み
縦
貫
道
路

の
整
備
な
ど
、
経
費
が
か
か
る

都
市
基
盤
整
備
に
重
点
を
置
い

た
予
算
と
な
っ
て
い
ま
す
。
▽

少
子
高
齢
化
対
策
に
つ
い
て
も

社
会
福
祉
協
議
会
へ
の
フ
ァ
ミ

リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
設

置
、
（
仮
称
）
高
齢
者
生
き
が

い
会
館
の
整
備
な
ど
着
実
か
つ

有
効
な
対
策
に
着
手
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。
▽
「
健

康
・
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
振
興
の

年
」
に
ち
な
み
、
女
性
の
乳
が

ん
検
診
の
拡
充
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
対
策
が
講
じ
ら
れ
ま
す
。

▽
障
害
者
自
立
支
援
法
は
障
害

を
持
つ
方
に
と
っ
て
は
厳
し
い

も
の
に
思
え
ま
す
が
、
市
独
自

の
負
担
軽
減
対
策
や
新
規
事
業

の
創
設
な
ど
に
よ
り
、
で
き
る

限
り
の
こ
と
は
し
て
い
る
と
考

え
ま
す
。
▽
さ
が
み
縦
貫
道
路

開
通
後
も
、
快
適
な
生
活
環
境

を
守
り
、
こ
の
道
路
を
本
市
の

活
力
源
と
す
る
た
め
、
土
地
利

用
計
画
の
策
定
と
企
業
誘
致
施

策
等
の
確
立
を
要
望
し
ま
す
。

　

「
自
立
・
共
生
都
市
を
創
出

す
る
予
算
」
と
位
置
付
け
ら
れ

た
当
初
予
算
案
に
つ
い
て
４
つ

の
視
点
か
ら
賛
成
し
ま
す
。

　

▽
市
民
参
加
条
例
の
制
定
に

伴
い
、
市
民
参
加
の
手
法
に
よ

る
自
治
基
本
条
例
策
定
懇
話
会

が
立
ち
上
が
っ
た
こ
と
を
評
価

し
ま
す
。
ま
た
、
第
４
次
総
合

計
画
策
定
に
あ
た
り
、
地
域
ご

と
の
顔
の
見
え
る
議
論
に
期
待

し
ま
す
。
進
め
る
に
当
た
っ
て

大
変
難
し
い
問
題
が
山
積
し
て

い
ま
す
が
市
民
参
画
が
深
ま
る

よ
う
な
組
み
立
て
を
要
望
し
ま

す
。
▽
平
成
17
年
度
は
男
女
共

同
参
画
計
画
の
初
年
度
と
し
て

第
一
歩
を
踏
み
出
し
た
年
で
し

た
。
今
後
は
、
計
画
の
進
行
管

理
を
し
、
ど
の
よ
う
に
進
め
て

い
く
の
か
議
論
を
深
め
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
▽
教

育
政
策
の
視
点
か
ら
小
学
校
１

年
生
の
ク
ラ
ス
に
お
い
て
35
人

学
級
制
が
導
入
さ
れ
た
こ
と
を

評
価
し
ま
す
。
ま
た
、
軽
度
発

達
障
が
い
児
に
対
す
る
特
別
支

援
教
育
指
導
員
を
19
校
に
各
１

名
の
配
置
と
す
る
こ
と
、
え
び

な
あ
そ
び
っ
子
ク
ラ
ブ
事
業
が

全
校
で
の
開
催
に
向
け
、
拡
大

さ
れ
る
よ
う
要
望
し
ま
す
。
▽

障
害
者
自
立
支
援
法
が
４
月
に

施
行
さ
れ
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で

の
事
業
の
継
続
、
展
開
に
対
し

期
待
す
る
と
共
に
、
担
当
課
の

努
力
と
多
様
化
す
る
ニ
ー
ズ
へ

の
対
応
を
評
価
し
ま
す
。

予
算
へ
の
主
張

　

平
成
18
年
度
予
算
案
は
、
賛
成
多
数
を
も
っ
て
原
案
可
決

さ
れ
ま
し
た
が
、
採
決
に
先
立
ち
、
５
名
の
議
員
が
各
会
派

を
代
表
し
て
同
予
算
案
に
対
す
る
賛
成
討
論
、
反
対
討
論
を

行
い
ま
し
た
。
そ
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

３
月
議
会
で
は
次
の
意
見
書

が
全
員
賛
成
で
可
決
し
ま
し
た
。

神
奈
川
県
最
低
賃
金
の
改
定
等

に
つ
い
て
の
意
見
書

　

日
本
経
済
は
、
輸
出
、
民
間

設
備
投
資
の
増
加
を
は
じ
め
と

し
た
企
業
部
門
に
好
調
さ
が
見

ら
れ
、
景
気
は
緩
や
か
な
回
復

基
調
が
続
い
て
お
り
ま
す
が
、

消
費
者
物
価
指
数
は
前
年
比
ゼ

ロ
近
傍
で
推
移
し
て
お
り
、
依

然
と
し
て
緩
や
か
な
デ
フ
レ
状

況
を
脱
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

　

雇
用
情
勢
は
、
10
月
の
完
全

失
業
率
が
再
び
４
・
５
％
に
悪

化
し
た
こ
と
か
ら
、
雇
用
不
安

が
懸
念
さ
れ
ま
す
が
、
そ
の
要

因
は
自
発
的
失
業
者
等
の
増
加

に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
有
効
求

人
倍
率
の
上
昇
を
踏
ま
え
れ
ば
、

厳
し
さ
は
残
る
も
の
の
雇
用
環

境
の
改
善
に
広
が
り
が
見
ら
れ

て
お
り
ま
す
。

　

一
方
、
県
内
に
お
け
る
平
成

16
年
度
末
時
点
で
の
パ
ー
ト
タ

イ
ム
労
働
者
比
率
に
つ
い
て
は
、

前
年
度
比
２
・
７
ポ
イ
ン
ト
上

昇
し
た
25
・
３
％
と
な
り
、
低

賃
金
層
が
拡
大
す
る
中
、
賃
金

の
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
の
充

実
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
望
ま
れ

て
お
り
ま
す
。

　

最
低
賃
金
制
度
は
、
一
般
労

働
者
と
大
き
な
格
差
が
あ
る

パ
ー
ト
労
働
者
の
賃
金
格
差
を

是
正
す
る
た
め
に
、
必
要
不
可

欠
な
社
会
的
セ
ー
フ
テ
ィ
ー

ネ
ッ
ト
の
一
つ
で
す
。
セ
ー
フ

テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
と
し
て
有
効
に

機
能
さ
せ
る
た
め
に
、
賃
金
の

ナ
シ
ョ
ナ
ル
ミ
ニ
マ
ム
で
あ
る

地
域
別
最
低
賃
金
の
改
善
は
重

要
な
課
題
で
あ
り
、
労
働
者
を

支
援
す
る
労
働
行
政
の
重
要
施

策
で
す
。

　

よ
っ
て
貴
職
に
お
か
れ
て
は
、

次
の
政
策
に
つ
い
て
特
段
の
配

慮
を
さ
れ
る
よ
う
強
く
要
望
す

る
。

　

１
．
神
奈
川
県
最
低
賃
金
の

改
定
諮
問
を
早
期
に
行
い
、「
同

一
価
値
労
働
同
一
賃
金
」
の
観

点
に
た
ち
、
一
般
労
働
者
の

賃
金
水
準
へ
の
接
近
を
基
本
に
、

そ
の
改
定
を
は
か
る
こ
と
。
ま

た
、
産
業
別
最
低
賃
金
の
改
定

に
つ
い
て
は
、
基
幹
産
業
労
働

者
の
賃
金
水
準
へ
の
接
近
を
基

本
に
、そ
の
改
定
を
は
か
る
こ
と
。

　

２
．
最
低
賃
金
の
改
定
に
あ

た
っ
て
は
、
地
方
最
低
賃
金
審

議
会
の
自
主
性
を
尊
重
す
る
と

と
も
に
、
神
奈
川
県
内
で
最
低

賃
金
以
下
の
労
働
者
を
な
く
す

た
め
に
、
そ
の
趣
旨
及
び
内
容

の
周
知
徹
底
を
は
か
る
こ
と
。

　

３
．
ワ
ー
ク
シ
ェ
ア
リ
ン
グ

を
促
進
す
る
こ
と
。

§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§

　

こ
の
意
見
書
は
、
海
老
名
市

議
会
の
意
見
と
し
て
関
係
機
関

へ
送
付
し
ま
し
た
。

海
友
ク
ラ
ブ

賛
成

市
政
ク
ラ
ブ

賛
成

共
産
党
反
対

公
明
党
賛
成

ネ
ッ
ト
賛
成

　請願と陳情は、いつでも受
け付けていますが、５月24㈬
の午後5時までに提出されます
と、６月定例会で審査または議
員配布されます。
(それ以降の提出は、原則とし
て次回定例会の取り扱いとなり
ます。)
　詳しくは議会事務局まで、お
問い合わせください。

３
月
定
例
会　
　
　

　
　

意
見
書
を
可
決

　　　平成１８年度　各会計別予算総括表（金額の単位は千円）
会　計　名 平成18年度

当初予算額
平成17年度
当初予算額 比　較 対前年度

伸　率
一　般　会　計 33,487,000 30,707,000 2,780,000 9.1 ％

特
別
会
計

国民健康保険事業 9,897,097 8,747,138 1,149,959 13.1 ％
下 水 道 事 業 3,485,970 3,180,806 305,164 9.6 ％
老人保健医療事業 4,491,977 4,614,251 ▲122,274 ▲2.6 ％
介 護 保 険 事 業 3,640,574 3,442,392 198,182 5.8 ％

小　　計 21,515,618 19,984,587 1,531,031 7.7 ％
合　　計 55,002,618 50,691,587 4,311,031 8.5 ％

詳
し
い
内
容
は
会
議
録
で

　

３
月
定
例
会
の
会
議
録

を
作
成
中
で
す
。
６
月
に

は
市
役
所
１
階
の
情
報
公

開
コ
ー
ナ
ー
や
中
央
図
書

館
で
閲
覧
で
き
ま
す
の

で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

も
見
る
事
が
で
き
ま
す

　

え
び
な
市
議
会
だ
よ
り
の

録
音
テ
ー
プ
を
「
矢
ぐ
る
ま

の
会
」
が
作
成
し
て
い
ま

す
。

　

ご
希
望
の
方
は
、
市
社
会

福
祉
協
議
会
ま
で
、
お
問
い

合
わ
せ
を
。

　

☎
（
235
）
０
２
２
０

請願・陳情の
提出について


